「仮想」の歴史 by 山下 洋子 & ヤマシタ ヨウコ
「
仮
想
」
の
歴
史
山
下
洋
子
一
．
は
じ
め
に
本
稿
で
は
、「
仮
想
」
と
い
う
漢
語
の
歴
史
と
、
使
い
方
の
変
化
を
ま
と
め
る
。
「
仮
想
」
は
、
現
代
で
は
「virtual
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）」
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、「
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）」
に
言
い
添
え
る
形
で
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い（
１
）る。Ｖ
Ｒ
（
ブ
イ
ア
ー
ル
）、
仮
想
現
実
の
技
術
に
対
応
し
た
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
る
こ
と
で
、
ゴ
ー
グ
ル
下
の
迫
力
あ
る
映
像
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。（二
〇
一
九
年
八
月
二
五
日
ニ
ュ
ー
ス
８４５
の
放
送
で
確
認
）
ま
た
、国
立
国
語
研
究
所
の
「「
外
来
語
」
言
い
換
え
提
案
」（
二
〇
〇
六
）
に
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
の
言
い
換
え
例
と
し
て
「
仮
想
」、「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
の
言
い
換
え
例
と
し
て
「
仮
想
現
実
、
人
工
現
実
感
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
の
言
い
換
え
語
「
仮
想
現
実
」
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
意
見
が
聞
か
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
意
見
で
あ
る
（
小
谷
野
、
二
〇
一
四
）。
日
本
で
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
、
こ
れ
が
「
仮
想
現
実
」
な
ど
と
訳
さ
れ
た
た
め
、「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
」
が
「
仮
想
の
」
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
が
、「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
（virtual
）」
は
「
実
質
的
な
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、
こ
の
訳
語
は
英
語
の
原
語
が
持
っ
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
そ
れ
が
使
わ
れ
た
背
景
を
消
し
て
し
ま
う
、
不
適
切
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
舘
ほ
か
（
二
〇
一
二
）
の
よ
う
に
、
Ｖ
Ｒ
を
開
発
し
、
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
専
門
家
が
「
誤
訳
で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
違
和
感
が
あ
る
」
と
意
見
を
述
べ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
明
治
以
来
こ
の
か
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
と
い
う
言
葉
を
虚
や
仮
想
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を
招
き
や
す
い
訳
語
を
使
い
続
け
て
き
た
の
は
、
決
し
て
訳
し
た
人
が
そ
の
よ
う
に
意
図
し
た
の
で
は
な
い
。
明
治
時
代
に
「virtual
」
と
い
う
英
語
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
た
と
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し
て
も
、
現
代
の
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
と
は
異
な
る
意
味
で
の
使
用
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
明
治
時
代
か
ら
「virtual
」
の
訳
語
が
「
仮
想
」
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
仮
想
」
の
意
味
や
使
い
方
が
現
代
と
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
か
ら
、「
仮
想
」
と
い
う
漢
語
の
成
立
の
歴
史
と
、
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
た
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
「
仮
想
」
の
字
体
を
使
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
一
部
、
中
国
語
の
文
献
や
辞
書
、
漢
和
辞
典
の
掲
載
な
ど
の
説
明
を
す
る
の
に
必
要
な
場
合
に
は
「
假
想
」
を
使
う
場
合
も
あ（
２
）る。
二
．
先
行
研
究
「
仮
想
」
の
漢
語
と
し
て
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
は
佐
藤
（
二
〇
〇
七
）
だ
け
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
の
用
例
が
示
さ
れ
て
お
り
、
品
詞
は
サ
変
動
詞
で
あ
る
。
一
方
、「
仮
想
現
実
」
と
い
う
訳
語
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
べ
た
小
谷
野
（
二
〇
一
四
）、
舘
ほ
か
（
二
〇
一
二
）
以
外
に
も
桜
井
（
二
〇
一
八
）
が
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
を
「
仮
想
」
と
訳
す
こ
と
の
問
題
点
を
「
仮
想
通
貨
」
と
い
う
こ
と
ば
に
関
連
さ
せ
て
述
べ
て
い（
３
）る。
そ
ん
な
言
葉
（
筆
者
注：
「
仮
想
」
と
い
う
こ
と
ば
）
を
疑
問
や
検
討
も
な
く
、
た
だ
以
前
か
らV
irtual
の
訳
語
と
し
て
「
仮
想
」
を
使
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
い
こ
う
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、「
仮
想
」
と
「
実
質
的
な
」
で
は
意
味
が
相
当
に
違
う
だ
ろ
う
。
再
度
い
う
が
、
「
仮
想
」
と
い
う
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
は
ど
う
も
「
ニ
セ
モ
ノ
」
の
響
き
が
あ
り
、
法
廷
通
貨
に
対
す
る
「
ニ
セ
通
貨
」、
つ
ま
り
「
私
鋳
貨
」「
私
鋳
銭
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
指
摘
は
英
語
の
「virtual
」
の
意
味
と
「
仮
想
」
と
い
う
語
と
で
は
意
味
が
違
い
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
、「
仮
想
」
を
使
わ
な
い
場
合
に
は
、
ほ
か
に
ど
う
い
う
語
が
い
い
と
考
え
る
の
か
と
い
っ
た
提
案
は
な
い
。
谷
島
（
二
〇
一
〇
）
に
は
「virtualm
em
ory
」
に
「
仮
想
メ
モ
リ
ー
」
「
仮
想
記
憶
」
と
い
う
訳
語
が
つ
け
ら
れ
た
経
緯
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「仮
想
」
と
聞
く
と
、
か
な
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
日
本IBM
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
し
て
い
た
方
が
「virtual
を
仮
想
と
訳
し
た
責
任
は
我
々
に
あ
り
ま
す
」
と
反
省
の
弁
を
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
がvirtualm
em
ory
を
発
表
し
た
と
き
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
仮
想
記
憶
と
翻
訳
し
ま
し
た
。virtual
の
意
味
は
「
事
実
上
の
」
「
実
質
的
」
で
す
か
ら
、virtualm
em
ory
と
は
「
本
来
の
メ
モ
リ
ー
で
は
な
い
が
事
実
上
の
メ
モ
リ
ー
と
し
て
使
え
る
技
術
」
を
指
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
仮
想
記
憶
と
訳
し
た
た
め
、
実
体
が
な
い
想
像
上
の
メ
モ
リ
ー
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
い
、
し
か
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
でvirtual
が
出
て
く
る
と
必
ず
仮
想
と
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
氏
が
「
も
っ
と
い
い
訳
に
し
て
お
け
ば
」
と
悔
や
む
所
以
で
す
。
こ
の
谷
島
（
二
〇
一
〇
）
に
あ
る
「
本
来
の
メ
モ
リ
ー
で
は
な
い
が
事
実
上
の
メ
モ
リ
ー
と
し
て
使
え
る
技
術
」
と
い
う
の
が
、「virtualm
em
ory
」
の
訳
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
言
い
か
え
の
こ
と
ば
と
し
て
は
長
く
、
こ
こ
で
も
、
別
の
語
の
提
案
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
の
大
半
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
技
術
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を
研
究
す
る
立
場
か
ら
、「virtual
」
の
訳
語
と
し
て
「
仮
想
」
が
適
し
て
い
な
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、「virtual
」
の
翻
訳
の
歴
史
や
、「
仮
想
」
と
い
う
漢
語
の
歴
史
に
つ
い
て
の
調
査
は
乏
し
い
。
管
見
の
限
り
「virtual
」「virtualreality
」
の
翻
訳
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
唯
一
の
も
の
に
谷
（
二
〇
二
〇
）
が
あ
る
。「
Ｖ
Ｒ
」
の
訳
語
と
し
て
「
仮
想
現
実
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
立
場
で
論
じ
て
い
る
。「
仮
想
現
実
」
と
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
の
訳
語
が
一
因
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も
ち
、
明
治
時
代
に
物
理
学
用
語
と
し
て
「virtualim
age
」「virtualw
ork
」
が
、「
虚
像
」「
仮
の
仕
事
」
な
ど
と
訳
さ
れ
た
経
緯
、「virtual
」
に
「
仮
想
」
と
い
う
語
が
当
て
ら
れ
た
経
緯
、
時
代
が
下
っ
て
「virtualm
em
ory
」
が
「
仮
想
記
憶
」
と
訳
さ
れ
た
経
緯
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
訳
語
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、「
仮
」
と
訳
す
こ
と
ま
で
は
理
解
で
き
る
が
、「
想
」
を
加
え
て
二
字
漢
語
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
も
述
べ
て
い
る
。「
仮
想
」
と
い
う
語
の
問
題
点
を
語
の
成
立
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
て
い
る
点
で
谷
（
二
〇
二
〇
）
と
本
稿
の
テ
ー
マ
は
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
は
「
仮
想
」
と
い
う
漢
語
の
成
立
の
経
緯
と
使
わ
れ
方
の
変
遷
を
中
心
に
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。「virtualreality
」
の
訳
語
の
変
遷
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
谷
（
二
〇
二
〇
）
と
は
異
な
る
問
題
設
定
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、「virtual
」
の
訳
語
を
考
え
る
た
め
に
も
、「
仮
想
」
と
い
う
語
の
成
立
や
語
の
変
遷
を
調
べ
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
三
．「
仮
想
」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か
さ
て
「
仮
想
」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
語
な
の
だ
ろ
う
か
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
二
〇
〇
一－
二
〇
〇
二
・
小
学
館
、
以
下
『
日
国
』）
に
は
明
治
時
代
と
大
正
時
代
の
用
例
が
示
さ
れ
て
い
る
（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）。
仮
に
こ
う
だ
と
考
え
る
こ
と
。
仮
の
想
定
。
想
像
。
＊
真
善
美
日
本
人
（
一
八
九
一
）〈
三
宅
雪
嶺
〉
日
本
人
の
任
務
・
二
試
に
瞑
目
し
て
玆
に
強
大
な
る
国
家
と
弱
小
な
る
国
家
と
あ
り
と
仮
想
せ
よ
＊
竹
沢
先
生
と
云
ふ
人
（
一
九
二
四－
二
五
）〈
長
与
善
郎
〉
自
序
現
在
に
於
け
る
自
分
の
主
観
を
表
現
す
る
目
的
の
た
め
に
『
竹
沢
先
生
』
及
び
そ
の
周
囲
の
人
物
を
仮
想
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
佐
藤
（
二
〇
〇
七
）
に
は
「
仮
想
」
の
用
例
が
五
つ
示
さ
れ
て
お
り
、『
日
国
』
に
示
さ
れ
て
い
る
用
例
よ
り
も
古
い
幕
末
の
例
が
見
ら
れ
る
。
向
来
割
拠
乱
離
の
際
を
仮
想
せ
ん
に
、
西
海
に
て
ハ
、
両
肥
薩
州
の
三
藩
互
に
衡
を
争
ひ
（『
江
湖
新
聞
』
十
六
条
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
五
日
）
他
ノ
不
幸
ニ
拠
テ
貧
乏
ト
ナ
リ
シ
モ
ノ
ト
仮
想
セ
ヨ
、
果
シ
テ
ソ
サ
ィ
テ
ー
ヨ
リ
之
ヲ
救
フ
ベ
キ
ヤ
（『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
八
月
二
八
日
）
試
ニ
仮
想
セ
ヨ
財
主
木
綿
ノ
製
造
ニ
卸
ロ
ス
可
キ
一
銭
ノ
財
本
ナ
キ
ニ
（
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
月
『
草
莽
雑
誌
』
一
号
）
空
屋
ヲ
発
見
シ
其
敗
壊
シ
タ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
其
家
甚
タ
汝
ノ
嗜
好
ニ
適
ヘ
リ
ト
仮
想
せ
よ
（
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）『
社
会
平
権
論
』
六
・
四
）
条
約
会
議
ニ
テ
附
与
ス
ル
権
利
ヲ
使
用
シ
テ
、
之
ヲ
承
諾
セ
ズ
ト
仮
想
セ
シ
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）「
裁
判
権
ノ
条
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約
草
按
ニ
関
ス
ル
意
見
」）
ま
た
、「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」（
以
下
Ｃ
Ｈ
Ｊ
）
で
語
彙
素
を
「
仮
想
」
と
し
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
三
三
件
の
用
例
が
見
ら
れ
た
。
古
い
用
例
は
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』（
一
八
八
一
）
の
も
の
で
あ
る
。
「
人
為
淘
汰
に
よ
り
て
人
才
を
得
る
の
術
を
論
ず
（
二
）」
加
藤
弘
之
今
日
ニ
在
テ
ハ
十
分
ニ
之
ヲ
究
ム
ル
甚
タ
難
ク
又
縦
令
之
ヲ
究
メ
得
ヘ
シ
ト
仮
想
す
る
も
の
な
り
早
い
段
階
で
の
「
仮
想
」
の
用
例
に
は
「
仮
想
す
る
」「
仮
想
せ
よ
」
な
ど
動
詞
と
し
て
の
使
用
が
多
い
。
な
お
、
Ｃ
Ｈ
Ｊ
に
お
い
て
、「
仮
想
」
が
名
詞
・
形
容
動
詞
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
る
例
は
、『
国
民
之
友
第
八
号
』（
一
八
八
七
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
理
論
實
際
の
和
解
法
』（
伴
直
之
助
）
が
古
い
例
で
あ
る
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
は
、『
兵
員
要
語
帖
』（
一
八
八
四
）
が
最
も
古
い
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。『
兵
員
要
語
帖
』
は
、
山
田
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
れ
ば
、
「
兵
員
に
と
っ
て
の
要
語
を
集
め
て
示
す
語
彙
で
あ
り
、
同
時
に
習
字
の
手
本
で
あ
っ
て
、
中
世
以
来
の
、
い
は
ゆ
る
往
来
物
の
一
種
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
」
資
料
で
あ
る
。こ
こ
に
「
仮
設
仮
想
」
と
い
う
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
次
に
古
い
例
は
「
官
報
（
一
八
八
八
．
一
二
．
二
二
）」
で
あ
る
。
陸
軍
省
の
発
表
で
「
近
衛
砲
兵
連
隊
ハ
明
後
二
十
四
日
府
下
神
田
三
崎
町
練
兵
場
ニ
於
テ
仮
想
射
撃
ヲ
施
行
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
軍
隊
用
語
で
の
使
用
が
目
立
ち
、
そ
れ
ら
に
は
動
詞
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い
。
新
聞
で
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
読
売
新
聞
で
の
使
用
が
古
く
、
一
八
八
八
年
五
月
一
六
日
に
「
仮
想
射
撃
演
習
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
朝
日
新
聞
で
は
「
仮
設
敵
」
と
い
う
語
が
一
八
八
五
年
に
あ
る
。
こ
れ
は
「
仮
想
敵
」
と
同
じ
意
味
の
語
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
に
お
い
て
、「
仮
想
」
が
使
わ
れ
る
も
っ
と
も
古
い
例
は
一
九
〇
一
年
の
記
事
で
、
新
聞
小
説
に
つ
い
て
注
意
と
し
て
「
仮
想
の
人
物
に
し
て
実
在
の
人
を
よ
そ
へ
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
事
」
と
あ
る
。
現
代
で
あ
れ
ば
「
架
空
」
が
使
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
な
お
、
毎
日
新
聞
の
「
仮
想
」
の
使
用
は
時
代
が
下
っ
て
一
九
五
〇
年
以
降
の
用
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
ほ
かGoogle
books
で
検
索
し
、
い
つ
ご
ろ
の
出
版
物
か
ら
「
仮
想
」
の
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
た
。
内
容
を
確
認
で
き
る
も
の
で
は
『
英
米
議
会
典
型
』（
一
八
九
〇
）
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
其
仮
想
的
若
ク
ハ
条
件
的
ニ
言
語
ヲ
用
ユ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
其
意
味
タ
ル
直
接
ノ
抗
撃
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
明
白
ナ
ル
ト
キ
ハ
（
略
）
マ
ン
ナ
ー
ス
、
サ
ッ
ト
ン
氏
曰
ク
仮
想
的
ニ
事
実
ヲ
述
フ
ル
モ
其
事
実
自
カ
ラ
背
規
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
以
テ
規
則
ヲ
免
カ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
で
は
、
国
語
辞
典
、
漢
和
辞
典
な
ど
に
「
仮
想
」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
立
項
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
国
語
辞
典
は
『
漢
英
対
照
い
ろ
は
辞
典
』（
一
八
八
八
）、『
言
海
』
（
一
八
九
一
）、『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
二
）、『
こ
と
ば
の
泉
』（
一
九
〇
八
）、『
辞
林
』（
一
九
一
一
）、『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
一
九
一
五
）、『
広
辞
林
』（
一
九
二
六
）、『
言
泉
』（
一
九
二
七
）、『
大
言
海
』（
一
九
三
二
）、『
大
辞
典
』（
一
九
三
四
）、『
辞
苑
』（
一
九
三
五
）、『
言
苑
』（
一
九
三
八
）、『
小
言
林
』（
一
九
四
九
）、『
辞
海
』（
一
九
五
二
）
を
調
べ
た
。
立
項
さ
れ
て
い
た
辞
書
と
そ
の
意
味
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
調
べ
た
中
で
は
、
初
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出
は
『
広
辞
林
』（
一
九
二
六
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
か
り
の
お
も
ひ
や
り
」
に
つ
い
て
、
現
代
の
国
語
辞
典
に
あ
る
「
か
り
に
そ
う
思
う
こ
と
。
想
像
」（『
新
選
国
語
辞
典
第
九
版
』、以
下
『
新
選
』）
と
は
意
味
が
違
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、「
お
も
ひ
や
り
」
と
は
、
「
遠
く
離
れ
て
い
る
人
や
所
な
ど
に
つ
い
て
想
像
す
る
」（『
新
選
』）
と
い
う
意
味
の
「
お
も
い
や
る
」
の
名
詞
形
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
国
』
に
は
「
遐
想
」
と
い
う
表
記
の
「
か
そ
う
」
も
あ
る
。「
遠
く
隔
た
っ
た
人
を
思
う
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、『
広
辞
林
』
の
「
仮
想
」
の
最
初
の
掲
載
は
、「
遐
想
」
と
似
た
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
漢
和
辞
典
に
は
『
新
編
漢
語
辞
林
』（
一
九
〇
四
）
に
「
假
想
」
の
掲
載
が
あ
り
、「
カ
リ
ニ
カ
ン
ガ
ヘ
ル
」
と
い
う
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。
類
似
の
語
に
「
假
像
（
か
し
ょ
う
）」
が
あ
り
「
マ
ボ
ロ
シ
ノ
ス
ガ
タ
。＝
カ
タ
チ
ハ
ナ
ク
テ
、
ア
ラ
ハ
レ
ル
ト
オ
モ
ハ
レ
ル
ス
ガ
タ
カ
タ
チ
」
と
い
う
意
味
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
漢
和
辞
典
は
山
田
美
妙
が
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
以
前
に
、
山
田
美
妙
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
日
本
大
辞
書
』（
一
八
九
二
）
お
よ
び
『
漢
語
故
諺
熟
語
大
辞
林
』（
一
九
〇
一
）
に
は
「
假
想
」「
仮
想
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、『
漢
語
故
諺
熟
語
大
辞
林
』（
一
九
〇
一
）
に
も
、「
假
像
（
か
し
ょ
う
）」
の
掲
載
は
あ
り
、「
マ
ボ
ロ
シ
の
ア
ヤ
シ
イ
ス
ガ
タ
。＝
幻
影
。＝
怪
像
」
と
い
う
意
味
で
あ（
４
）る。
こ
の
ほ
か
『
近
代
用
語
の
辞
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
正
・
昭
和
初
期
に
発
行
さ
れ
た
「
新
語
辞
典
」
に
お
け
る
掲
載
も
調
べ
た
が
「
仮
想
」
は
な
か
っ（
５
）た。
四
．「
仮
想
」
は
和
製
漢
語
な
の
か
こ
こ
ま
で
調
べ
た
こ
と
か
ら
、「
仮
想
」
は
幕
末
か
ら
使
わ
れ
る
例
が
あ
る
も
の
の
、
用
例
が
増
え
る
の
は
一
八
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
漢
和
辞
典
へ
の
掲
載
は
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
語
辞
典
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
大
正
末
期
で
あ
り
、
使
わ
れ
始
め
て
か
ら
国
語
辞
典
掲
載
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
使
わ
れ
方
は
現
代
と
同
様
「
仮
想
敵
」「
仮
想
的
」「
仮
想
射
撃
」
な
ど
の
複
合
語
の
例
が
多
い
、
一
方
、
現
代
と
は
使
い
方
が
異
な
る
「
仮
想
す
る
」「
仮
想
せ
よ
」
な
ど
動
詞
と
し
て
使
う
例
も
多（
６
）い。
特
に
、
古
い
例
で
は
動
詞
で
の
使
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
、「
仮
想
」
の
用
法
の
変
化
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
次
に
、日
本
で
は
主
に
近
代
に
な
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
仮
想
」
は
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
語
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
中
国
か
ら
日
本
に
流
入
し
た
語
な
の
か
を
考
え
る
。
ま
ず
、「
英
華
字
典
」
に
「
仮
想
」
あ
る
い
は
「
假
想
」
が
な
い
か
を
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
「
英
華
字
典
」
の
サ
イ
ト
（http://m
hdb.m
h.
sinica.edu.tw
/dictionary/index.php
）
を
使
い
調
べ
た
が
、
い
ず
れ
の
漢
字
表
記
で
も
掲
載
は
な
か
っ
た
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
假
想
」「
假
想
敵
」
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、「
假
想
」
は
、
郭
小
川
（
一
九
一
九
〜
一
九
七
六
）
の
詩
の
用
例
と
呉
晗
（
一
九
〇
九
〜
一
九
六
九
）
に
よ
る
用
例
が
示
さ
表１ 「仮想」の辞書立項
意味
仮定しての想像。
かりのおもひやり。
仮定的の想像。
仮定的の想像。
かりに考えること。仮説。
仮に想定すること。
仮定的想像。「－敵国」
辞書
広辞林（１９２６）
辞苑（１９３５）
言苑（１９３８）
小言林（１９４９）
辞海（１９５２）
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れ
て
い
る
。「
假
想
敵
」
は
楊
沫
（
一
九
一
四
〜
一
九
九
五
）
に
よ
る
用
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
二
〇
世
紀
に
活
躍
し
た
人
物
に
よ
る
用
例
で
あ
る
。
加
え
て
、「
仮
想
」
は
、
和
製
漢
語
に
多
く
見
ら
れ
る
語
構
成
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
仮
に
想
定
す
る
」
あ
る
い
は
「
仮
に
想
像
す
る
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、「
副
詞→
動
詞
」
の
連
用
修
飾
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
陳
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
れ
ば
、
連
用
修
飾
に
よ
る
語
構
成
は
中
国
語
で
は
語
に
な
り
に
く
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
い
う
。そ
の
パ
タ
ー
ン
の
中
に
「
副
詞→
動
詞
」
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
最
愛
」「
直
行
」
な
ど
で
あ
る
。「
仮
想
」
は
、
日
本
で
作
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
和
製
漢
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
中
国
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
一
方
で
、「
仮
想
」
は
仏
教
用
語
と
し
て
「
け
そ
う
」
と
い
う
語
形
で
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。「
仮
想
（
け
そ
う
）」
は
『
日
国
』
に
「
仮
に
あ
る
も
の
と
し
て
観
ず
る
こ
と
。
仮
想
観
察
と
も
」、
ま
た
『
佛
教
語
大
辞
典
縮
刷
版
』（
一
九
八
一
・
東
京
書
籍
）
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。
仮
想
（
け
そ
う
）
仮
に
考
え
て
観
念
す
る
こ
と
（
一
）
天
台
宗
で
は
歓
心
と
同
じ
（
二
）
禅
宗
で
は
身
体
な
ど
を
仮
に
想
定
す
る
こ
と
。
な
お
、「
歓
心
（
か
ん
じ
ん
）」
は
「
心
を
観
察
す
る
こ
と
。
自
分
の
心
の
本
性
を
明
ら
か
に
観
照
す
る
こ
と
。（
略
）
心
は
一
切
事
物
の
根
本
で
も
あ
り
、
迷
い
の
も
と
で
も
あ
る
か
ら
、
自
己
の
心
の
本
性
を
観
ず
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
用
例
を
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
「
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
」
で
調
べ
た
と
こ
ろ
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」「
禅
秘
要
法
経
」「
父
子
合
集
経
」
に
「
假
想
」
の
用
例
が
あ
る
。
ま
た
北
京
語
言
大
学
の
中
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
も
「
假
想
」
の
用
例
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
に
も
「
假
想
」
で
立
項
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
仮
想
」
は
仏
教
用
語
と
し
て
、
中
国
で
作
ら
れ
た
「
假
想
」
が
、
日
本
で
も
仏
教
用
語
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
語
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
そ
う
だ
。
仏
教
用
語
で
は
「
け
そ
う
」
と
読
ま
れ
、「
仮
に
考
え
て
観
念
す
る
こ
と
」
な
ど
の
意
味
で
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
幕
末
に
な
っ
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
語
形
に
つ
い
て
は
「
け
そ
う
」
か
ら
「
か
そ
う
」
に
変
化
し
て
い
る
が
、「
け
」
は
「
呉
音
」、「
か
」
は
漢
音
で
あ
る
。
漢
字
音
は
明
治
時
代
以
降
に
呉
音
か
ら
漢
音
に
変
化
す
る
傾
向
が
顕
著
だ
と
さ
れ
る
（『
大
辞
林
第
四
版
』
特
別
ペ
ー
ジ
「
漢
字
音
・
漢
語
」
な
ど
）。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
「
仮
想
」
に
つ
い
て
も
呉
音
の
「
け
そ
う
」
か
ら
漢
音
の
「
か
そ
う
」
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
仮
説
に
は
問
題
点
も
あ
る
。
仏
教
用
語
と
し
て
は
現
代
で
も
「
け
そ
う
」
の
語
形
の
ま
ま
残
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
仏
教
用
語
と
し
て
は
「
け
そ
う
」
を
残
し
な
が
ら
、「
か
そ
う
」
の
語
形
が
一
般
語
化
す
る
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
か
そ
う
」
の
「
仮
想
」
は
仏
教
用
語
の
「
け
そ
う
」
と
た
ま
た
ま
同
じ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
た
別
語
で
あ
り
、
や
は
り
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
作
ら
れ
た
新
し
い
漢
語
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
①
「
仮
に
考
え
る
」
な
ど
の
意
味
で
、
幕
末
ご
ろ
か
ら
日
本
で
「
仮
想
」（
か
そ
う
）
と
い
う
漢
語
が
作
ら
れ
、
こ
の
和
製
漢
語
が
、
中
国
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
教
用
語
の
「
仮
想
」（
け
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そ
う
）
と
は
た
ま
た
ま
漢
字
の
並
び
が
同
じ
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
②
仏
教
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
「
仮
想
」（
け
そ
う
）
が
幕
末
に
な
り
、「
か
そ
う
」
と
い
う
語
形
に
変
化
し
、
一
般
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
２
つ
の
説
を
仮
説
と
し
て
示
す
に
と
ど
め
る
。
五
．
用
法
の
変
化
と
使
用
範
囲
五
・
一
外
国
語
の
翻
訳
と
し
て
の
使
用
続
い
て
、「
仮
想
」
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
、
翻
訳
語
と
し
て
の
使
用
か
ら
調
べ
る
。
明
治
時
代
に
翻
訳
本
と
し
て
発
行
さ
れ
た
本
と
、
原
語
の
本
と
を
比
較
す
る
。
比
較
す
る
本
は
、Google
books
の
検
索
に
よ
っ
て
抽
出
で
き
た
『
日
新
叢
書
政
治
及
経
済
』（
八
尾
書
店
発
行
、
一
八
九
四
）
で
あ（
７
）る。
こ
の
本
は
「
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
講
師
・
ト
リ
ニ
チ
ー
大
学
主
教
」
の
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
・
カ
ン
ニ
ン
グ
ハ
ム
」
が
書
い
た
『Politicsand
Econom
ics
』
を
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
の
英
文
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
翻
訳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
第
５
章
今
世
の
経
済
原
理
放
任
主
義
の
経
済
論
は
英
国
政
治
家
か
純
粋
理
説
に
懐
け
る
疑
倶
に
由
り
て
悩
め
る
は
真
な
り
、
元
来
此
学
説
は
仮
想
的
社
会
の
状
態
に
就
て
論
す
る
か
為
に
純
粋
学
理
の
姿
を
呈
し
、
其
原
理
を
人
生
の
事
実
問
題
に
適
用
す
る
に
於
て
も
亦
実
際
の
困
難
を
生
し
た
り
。
こ
の
部
分
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
It
is
true
too
that
the
laisser
faire
Political
Econom
y
has
suffered
from
the
suspicion
w
hich
English
statem
en
feelof
abstract
principles
:it
has
taken
the
form
of
an
abstract
science,
arguing
w
ith
regard
to
an
hypothetical
state
of
society,and
there
has
been
a
realdifficulty
in
applying
its
m
axim
sto
the
actualproblem
soflife.
「
仮
想
的
社
会
」
が
「hypotheticalstate
ofsociety
」
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
、「hypothetical
」
が
学
術
用
語
、
英
和
辞
典
な
ど
で
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
た
の
か
を
調
べ
る
。
ま
ず
、
学
術
用
語
で
の
使
用
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
教
育
・
心
理
・
論
理
術
語
詳
解
』（
一
八
八
五
）
に
お
い
て
心
理
学
の
こ
と
ば
と
し
て
「hypothetical
」
が
「
仮
想
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
英
和
辞
典
で
の
掲
載
を
「hypothetical
」
と
、「
仮
想
」「
仮
想
の
」
意
味
を
持
つ
語
と
し
て
『
新
和
英
大
辞
典
』（
一
九
七
四
・
研
究
社
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「im
agination
」「im
aginary
」「supposition
」
の
掲
載
も
合
わ
せ
て
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。「
仮
想
」
が
見
ら
れ
る
の
は
、
今
回
調
べ
た
辞
書
の
中
で
は
『
双
解
英
和
大
辞
典
』（
一
八
九
二
）
に
お
け
る
「hypothesis
」「im
aginary
」
の
語
釈
が
最
初
で
あ（
８
）る。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
仮
想
」
の
初
出
は
『
兵
員
要
語
帖
』（
一
八
八
四
）
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
用
例
で
も
「
仮
想
敵
」「
仮
想
敵
国
」
な
ど
の
軍
隊
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
軍
隊
用
語
の
翻
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
た
例
は
な
い
か
を
調
べ
る
。
楳
垣
（
一
九
六
三
）
に
よ
れ
ば
、
幕
末
に
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
外
国
船
に
備
え
て
、
軍
備
を
強
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
幕
府
と
貿
易
を
行
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
が
軍
隊
の
指
南
を
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
教
官
も
い
た
こ
と
か
ら
、
軍
隊
関
係
の
用
語
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
「
軍
事
用
語
辞
典
」
の
ほ
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か
に
「
仏
和
辞
典
」
の
記
述
も
確
認
す
る
。
「hypothetique
」「im
agination
」「potentiel
」「supposition
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
の
語
の
掲
載
を
『
官
許
仏
和
辞
典
』（
一
八
七
一
）、『
仏
和
辞
書
』（
一
八
八
六
）、『
仏
和
法
律
字
彙
』（
一
八
八
六
）、『
仏
和
陸
海
軍
術
語
字
彙
』（
一
八
八
七
）、『
改
正
兵
語
辞
書
・
仏
和
対
訳
之
部
』（
一
八
八
八
）、
『
仏
和
字
彙
』（
一
八
九
三
）、『
仏
和
辞
典
』（
一
九
〇
一
）、『
新
仏
和
辞
典
』
（
一
九
一
九
）
で
調
べ
た
。
『
仏
和
辞
書
』（
一
八
八
六
）
に
お
い
て
「supposition
」
は
「
仮
定
」、
『
仏
和
法
律
字
彙
』（
一
八
八
六
）
に
お
い
て
「hypothetique
」
は
「
仮
設
」
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
訳
語
に
も
「
仮
想
」
は
な
い
。
軍
事
用
語
に
つ
い
て
は
、『
五
国
対
照
兵
語
字
書
』（
一
八
八
一
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
日
本
語
の
五
か
国
語
の
対
照
で
あ
り
、
参
謀
本
部
が
ま
と
め
た
も
の
）、『
兵
員
要
語
帖
』（
一
八
八
四
）、『
和
英
英
和
兵
語
辞
典
』（
一
九
〇
五
）、『
独
和
兵
語
辞
典
』（
一
九
一
一
）、『
最
新
和
独
兵
語
辞
典
』（
一
九
一
二
）、『
大
日
本
兵
語
辞
典
』（
一
九
一
八
）、『
最
新
図
解
陸
軍
模
範
兵
教
典
』（
一
九
三
七
）
に
お
い
て
、訳
語
や
項
目
に
「
仮
想
」
と
あ
る
も
の
を
調
べ
た
。「
仮
想
」
は
、『
兵
員
要
語
帖
』（
一
八
八
四
）
と
『
最
新
図
解
陸
軍
模
範
兵
教
典
』（
一
九
三
七
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、「
仮
想
敵
」
と
同
様
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
仮
設
敵
」
と
い
う
語
は
、『
和
英
英
和
兵
語
辞
典
』（
一
九
〇
五
）、
『
最
新
和
独
兵
語
辞
典
』（
一
九
一
二
）、『
大
日
本
兵
語
辞
典
』（
一
九
一
八
）、
『
最
新
図
解
陸
軍
模
範
兵
教
典
』（
一
九
三
七
）
に
あ
る
。
元
に
な
る
英
語
は
「im
aginary
」
で
あ
る
。
最
後
に
「virtual
」
の
訳
語
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
谷
（
二
〇
二
〇
）
に
く
わ
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
谷
（
二
〇
二
〇
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
内
容
の
お
お
す
じ
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
二
）
で
は
「
強
キ
」
な
ど
の
意
味
が
つ
け
ら
れ
て
い（
９
）る。
こ
れ
に
『
新
訳
英
和
辞
典
』（
一
九
〇
二
）
に
お
い
て
「
仮
り
の
」「
虚
」
な
ど
の
意
味
が
加
わ
る
。
学
術
用
語
と
し
て
は
、こ
れ
以
前
の
一
八
八
八
年
の
『
物
理
学
術
語
和
英
仏
独
対
訳
字
書
』
に
「
仮
の
」「
虚
像
」
な
ど
の
訳
語
が
示
さ
れ
て
お
り
、『
新
訳
英
和
辞
典
』
の
訳
は
学
術
用
語
を
も
と
に
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「virtual
」
に
「
仮
想
」
の
訳
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
一
九
二
八
年
発
行
の
『
和
英
及
び
英
独
和
物
理
学
用
語
新
辞
典
』
が
最
初
で
あ
る
。
な
お
、
谷
（
二
〇
二
〇
）
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
「
仮
想
」
は
、「virtual
」
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
以
前
の
一
八
八
五
年
に
は
「hypothetical
」
の
訳
語
と
し
て
心
理
学
の
学
術
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
英
和
辞
典
で
は
「hypothetical
」「im
aginary
」
の
訳
語
と
し
て
一
八
九
二
年
に
「
仮
想
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
軍
事
用
語
と
し
て
の
「
仮
想
射
撃
」「
仮
想
敵
」
な
ど
の
使
用
は
「im
aginary
」
の
訳
語
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
仮
想
」
は
、
「hypothetical
」「im
aginary
」
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
、
一
般
化
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、「virtual
」
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
は
な
い
。
五
・
二
用
法
の
変
化
こ
こ
ま
で
「
仮
想
」
と
い
う
語
の
歴
史
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
次
に
「
仮
想
」
の
用
法
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
。『
大
辞
林
』
に
は
「
仮
想
」
の
ほ
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か
に
、
複
合
語
と
し
て
「
仮
想
移
動
体
通
信
事
業
者
」「
仮
想
化
」「
仮
想
記
憶
」「
仮
想
現
実
」「
仮
想
事
故
」「
仮
想
私
設
通
信
網
」「
仮
想
水
」「
仮
想
通
貨
」「
仮
想
敵
」「
仮
想
敵
国
」「
仮
想
マ
シ
ン
」「
仮
想
モ
ー
ル
」
と
い
っ
た
語
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
現
代
で
は
「
仮
想
」
は
「
仮
想
」
＋
「
名
詞
」
の
形
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
幕
末
、
明
治
期
の
用
例
は
「
仮
想
す
る
」
な
ど
の
動
詞
と
し
て
の
使
用
が
多
い
。
こ
れ
は
３
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
藤
（
二
〇
〇
七
）
も
、「
仮
想
」
を
サ
変
動
詞
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
実
際
に
、
明
治
時
代
か
ら
戦
前
の
時
期
に
「
仮
想
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」（
以
下
「
神
戸
資
料
」）
に
見
ら
れ
る
例
か
ら
調
べ
る
。
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
明
治
末
か
ら
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
ま
で
の
新
聞
切
抜
資
料
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
記
事
の
数
は
二
万
二
〇
〇
〇
件
で
あ
る
。
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
け
る
「
仮
想
」
の
使
用
例
は
、
一
九
一
二
年
を
最
初
と
し
て
六
三
三
件
で
あ
る
。こ
の
中
で
名
詞
と
し
て
の
使
用
は
四
八
三
件
、
動
詞
の
使
用
は
一
五
〇
件
（
２４
％
）
だ
っ
た
。
こ
れ
と
現
代
の
使
用
を
比
較
す
る
た
め
に
読
売
新
聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
を
使
用
し
、
一
九
八
六
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
七
月
八
日
ま
で
の
読
売
新
聞
で
使
わ
れ
た
「
仮
想
」
を
調
べ
た
。「
仮
想
」
の
使
用
は
七
三
三
七
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
仮
想
す
」「
仮
想
し
」「
仮
想
せ
」
な
ど
の
動
詞
で
の
使
用
六
一
件
（
０
．８
％
）
だ
っ
た
。「
神
戸
資
料
」
に
お
け
る
「
仮
想
」
の
動
詞
と
し
て
の
使
用
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
神
戸
資
料
」
の
動
詞
と
し
て
の
使
用
例
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
不
利
な
解
散
の
場
合
を
仮
想
し
て
も
こ
の
不
安
を
仮
想
し
て
国
際
協
定
今
後
の
成
行
に
非
常
が
憂
慮
を
か
け
て
い
る
タ
ダ
に
な
っ
た
場
合
を
仮
想
す
れ
ば
わ
か
る
不
測
の
場
合
を
全
然
仮
想
せ
ず
五
・
三
「
仮
想
」
の
使
用
範
囲
「
神
戸
資
料
」
に
お
け
る
複
合
語
と
し
て
の
「
仮
想
」
の
使
用
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
仮
想
的
、
仮
想
線
、
仮
想
敵
、
仮
想
益
金
、
仮
想
敵
軍
、
仮
想
説
、
仮
想
敵
国
、
仮
想
成
績
、
仮
想
問
題
、
仮
想
日
独
同
盟
、
仮
想
負
担
額
、
仮
想
案
、
仮
想
物
、
仮
想
兵
力
、
仮
想
思
惑
、
仮
想
連
合
敵
国
、
仮
想
民
、
仮
想
需
要
、
仮
想
貨
幣
、
仮
想
攻
勢
力
、
仮
想
預
金
、
仮
想
田
園
都
市
図
、
仮
想
景
気
、
仮
想
爆
弾
、
仮
想
信
用
、
仮
想
交
戦
国
、
仮
想
債
権
、
仮
想
値
下
り
、
仮
想
戦
争
計
画
、
仮
想
対
国
、
仮
想
海
軍
敵
、
仮
想
増
額
高
、
仮
想
標
準
、
仮
想
案
、
仮
想
舶
来
品
、
仮
想
警
備
、
仮
想
敵
機
飛
来
、
仮
想
警
備
演
習
、
仮
想
陸
地
、
仮
想
巡
洋
艦
、
仮
想
大
敵
艦
隊
、
仮
想
採
算
、
仮
想
単
位
、
仮
想
電
灯
料
金
、
仮
想
会
社
、
仮
想
観
念
、
仮
想
攻
撃
、
仮
想
沈
没
、
仮
想
計
数
、
仮
想
相
手
国
、
仮
想
防
空
壕
、
仮
想
図
、
仮
想
国
（
出
現
順
）
特
に
よ
く
使
わ
れ
る
語
は
「
仮
想
敵
国
」「
仮
想
敵
」
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
複
合
語
で
は
「
仮
想
人
物
」「
仮
想
会
社
」
な
ど
「
架
空
の
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
で
あ
る
。「
仮
想
会
社
」
は
「
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
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「
仮
想
会
社
」
の
使
用
例
（
一
九
三
三
年
八
月
一
六
日
・
神
戸
新
聞
）
し
か
も
そ
の
後
事
業
の
手
を
拡
げ
る
に
従
い
次
第
に
欠
損
を
生
じ
一
万
数
千
円
の
金
に
詰
ま
っ
た
と
こ
か
ら
更
に
資
本
金
十
万
円
の
仮
想
会
社
福
徳
商
事
株
式
会
社
を
組
織
し
福
徳
合
資
会
社
の
権
利
義
務
を
新
会
社
に
継
承
し
た
と
称
し
、巧
に
世
間
体
を
繕
い
益
々
大
仕
掛
け
に
社
員
、
集
金
人
を
募
集
し
貯
金
総
額
は
十
万
円
を
突
破
す
る
盛
業
振
り
を
見
せ
西
宮
、
姫
路
、
大
阪
、
若
松
、
撫
養
等
に
も
イ
ン
チ
キ
会
社
を
建
て
て
魔
手
を
伸
ば
し
て
い
た
（
略
）
実
際
に
流
通
し
て
い
な
い
貨
幣
と
し
て
「
仮
想
貨
幣
」
と
い
う
語
も
見
ら
れ
る
。「仮
想
貨
幣
」の
使
用
例（
一
九
四
〇
年
六
月
一
九
日
・
大
阪
朝
日
新
聞
）
元
来
海
関
両
は
支
那
に
於
て
銀
両
の
盛
に
流
通
さ
れ
た
時
代
に
各
地
銀
両
の
実
際
価
格
の
不
同
よ
り
生
ず
る
政
府
収
入
を
確
実
に
せ
ん
が
為
め
に
特
に
設
け
ら
れ
た
一
種
の
仮
想
貨
幣
で
其
の
関
税
に
使
用
す
る
も
の
を
海
関
両
と
云
い
関
税
以
外
に
官
衛
出
納
に
使
用
す
る
も
の
を
庫
平
両
と
云
う
た
も
の
で
あ
る
か
ら
現
代
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
通
す
る
「
仮
想
通
貨
（
暗
号
資
産
）」
が
あ
る
が
、
指
し
て
い
る
も
の
は
違
う
も
の
の
、
一
九
四
〇
年
に
も
類
似
の
複
合
語
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
現
代
の
「
仮
想
」
で
は
見
ら
れ
な
い
用
法
と
し
て
は
、「
非
常
呼
集
を
行
い
仮
想
警
備
に
つ
か
し
め
」「
配
備
は
仮
想
で
一
ま
ず
解
散
す
る
の
だ
が
」
な
ど
、
本
番
で
は
な
い
が
、
限
り
な
く
本
番
の
つ
も
り
で
行
う
「
訓
練
」
あ
る
い
は
「
演
習
」
と
い
う
意
味
で
の
「
仮
想
」
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
調
べ
て
も
「
仮
想
〇
〇
」
の
用
例
は
、
今
よ
り
も
広
い
意
味
・
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
農
学
会
会
報
（
一
五
）』（
一
八
九
二
）
で
は
「
植
物
ノ
窒
素
吸
収
ニ
関
ス
ル
一
新
仮
想
」
と
あ
る
。「
仮
説
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。『
日
本
大
家
論
集
四
（
一
二
）』（
一
八
九
二
）
に
は
、「
仮
想
演
説
」
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
仮
想
対
談
」
な
ど
の
用
例
も
見
ら
れ
る
が
「
架
空
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
。「
架
空
」
と
い
う
意
味
で
は
、「
基
督
は
果
た
し
て
仮
想
の
人
物
乎
」（『
声
（
四
七
六
）』、
一
九
一
五
）、「
仮
想
人
物
」（『
英
語
青
年
（
三
）（
六
七
〇
）』、
一
九
二
四
）
な
ど
の
用
例
も
あ
る
。『
毛
皮
日
本
（
四
）』（
一
九
三
九
）
に
は
、
動
物
の
「
想
像
妊
娠
」
の
こ
と
を
「
仮
想
妊
娠
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
「
神
戸
資
料
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
「
偽
装
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
も
見
ら
れ
る
。『
幽
霊
部
屋
』（
一
九
四
〇
）
に
は
「
仮
想
結
婚
」
と
あ
り
、
内
容
を
見
る
と
「
偽
装
結
婚
」
の
意
味
で
あ
る
。
英
語
の
「
仮
定
形
」
が
「
仮
想
形
」、「
神
戸
資
料
」
に
も
あ
っ
た
が
「
想
像
図
」
と
い
う
意
味
で
「
仮
想
図
」
が
使
わ
れ
る
例
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
仮
想
」
の
使
用
範
囲
は
現
代
よ
り
も
広
か
っ
た
。「
仮
想
」
が
使
わ
れ
て
い
た
場
面
で
、
の
ち
の
時
代
に
は
「
架
空
」「
仮
定
」「
想
定
」
「
空
想
」
な
ど
が
使
わ
れ
、「
仮
想
」
の
使
用
は
限
定
的
に
な
り
「
仮
想
敵
国
」
「
仮
想
現
実
」
な
ど
決
ま
っ
た
語
で
し
か
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
、
動
詞
と
し
て
の
使
用
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
現
代
で
あ
れ
ば
「
想
像
す
る
」「
仮
定
す
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
よ
う
な
場
面
で
「
仮
想
す
る
」
が
使
わ
れ
て
る
用
例
が
見
ら
れ
た
。「
想
像
」
は
『
大
辞
林
』
に
、「
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
「
英
華
字
典
」（
一
八
六
六
〜
六
九
）
に
「im
agination
」
の
訳
語
と
し
て
載
る
。
日
本
で
は
「
英
仏
単
語
便
覧
」
（
一
八
六
六
）
に
載
る
」
と
あ
る
。ま
た
「
仮
定
」
は
同
様
に
『
大
辞
林
』
に
「
田
口
卯
吉
「
日
本
開
化
少
史
」（
一
八
七
七
〜
八
二
）
に
見
え
る
」
と
あ
― 107 ―
る
。「
仮
想
す
る
」
が
使
わ
れ
て
い
た
場
面
で
、
の
ち
に
「
想
像
す
る
」「
仮
定
す
る
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。「
想
定
」
も
『
日
国
』「
仮
に
、
あ
る
状
況
や
条
件
を
考
え
定
め
る
こ
と
。
あ
る
状
態
を
仮
定
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
用
例
と
し
て
『
経
国
美
談
』（
一
八
八
三－
八
四
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
類
義
語
と
「
仮
想
」
と
は
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
の
ち
に
使
い
方
が
変
化
し
た
の
か
な
ど
は
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
た
い
。
六
．
ま
と
め
「
仮
想
」
と
い
う
語
の
歴
史
を
調
べ
た
。
本
稿
で
は
「
仮
想
」
と
い
う
漢
語
の
由
来
に
つ
い
て
、
次
の
２
つ
の
仮
説
を
示
し
た
。
①
幕
末
に
「
仮
に
考
え
る
」
な
ど
の
意
味
で
、
日
本
で
「
仮
想
」（
か
そ
う
）
と
い
う
漢
語
が
作
ら
れ
、
中
国
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
仏
教
用
語
と
し
て
「
仮
想
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
仮
想
現
実
」
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
仮
想
」
と
は
別
語
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
が
同
じ
に
な
っ
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
中
国
で
の
「
仮
想
」
の
用
例
が
二
〇
世
紀
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
②
「
仮
想
」
は
も
と
も
と
仏
教
用
語
と
し
て
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
漢
語
で
あ
り
、
日
本
で
は
「
け
そ
う
」
と
い
う
語
形
で
仏
教
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
語
が
、
幕
末
ご
ろ
か
ら
一
般
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
「
か
そ
う
」
と
し
て
現
代
に
伝
わ
っ
た
。こ
の
「
か
そ
う
」
の
語
形
は
、
明
治
時
代
に
漢
字
音
が
呉
音
か
ら
漢
音
に
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
の
ほ
か
、「
仮
想
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
「
仮
想
」
は
、
い
く
つ
か
の
英
語
の
翻
訳
語
と
し
て
、
明
治
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
軍
事
用
語
（im
aginary
）
や
心
理
学
用
語
（hypothetical
）
の
翻
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
語
で
あ
る
。な
お
、
谷
（
二
〇
二
〇
）
に
よ
り
「virtual
」
と
「
仮
想
」
が
結
び
つ
い
た
の
は
昭
和
の
始
め
で
あ
り
、
学
術
用
語
で
の
使
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
学
会
な
ど
は
、
明
治
以
来
「virtual
」
の
訳
語
と
し
て
「
仮
想
」
を
使
っ
て
き
た
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、「virtual
」
の
訳
語
と
し
て
明
治
時
代
か
ら
「
仮
想
」
が
使
わ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
「
仮
想
」
の
用
法
は
変
化
し
て
い
る
。
当
初
は
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
場
面
も
多
か
っ
た
が
、
現
代
で
は
、
動
詞
で
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。「
仮
想
す
る
」
の
使
用
は
、「
想
像
す
る
」「
仮
定
す
る
」
な
ど
の
類
義
語
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「－
敵
」「－
敵
国
」「－
現
実
」
と
い
っ
た
特
定
の
名
詞
と
結
び
つ
い
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
詞
と
結
び
つ
い
て
多
く
の
複
合
語
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
複
合
語
か
ら
、
当
初
は
「
仮
想
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
の
ち
に
「
架
空
」「
仮
定
」「
想
定
」「
空
想
」
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
回
調
べ
た
中
で
は
、
軍
事
の
専
門
用
語
と
し
て
は
「
仮
設
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
新
聞
な
ど
で
一
般
に
知
ら
さ
れ
る
際
に
「
仮
想
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。例
え
ば
、「
軍
事
用
語
」
で
は
「
仮
設
敵
」
が
見
ら
れ
る
が
、
新
聞
で
は
「
仮
想
敵
」
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
最
後
に
触
れ
た
類
義
語
と
の
使
い
分
け
と
と
も
に
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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注
（
１
）
引
用
し
た
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
Ｖ
Ｒ
」
を
使
っ
た
う
え
で
、「
仮
想
現
実
」
と
言
い
添
え
を
し
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
お
い
て
「
バ
ー
チ
ャ
ル
」
を
「
仮
想
現
実
」
に
言
い
か
え
る
と
い
う
決
ま
り
は
作
っ
て
い
な
い
。
現
に
二
〇
二
〇
年
五
月
二
九
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
Ｖ
Ｒ
（
ブ
イ
ア
ー
ル
）、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
の
み
で
、「
仮
想
現
実
」
な
ど
の
言
い
添
え
は
し
て
い
な
い
。「
Ｖ
Ｒ
」
の
言
い
か
え
と
し
て
「
仮
想
現
実
」
を
使
う
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
「
仮
想
現
実
」
と
い
う
言
い
か
え
を
使
わ
な
い
例
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
新
聞
社
・
通
信
社
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、『
読
売
新
聞
用
字
用
語
の
手
引
第
５
版
』
が
「
バ
ー
チ
ャ
ル→
仮
想
、
仮
想
世
界
」
と
い
う
言
い
か
え
語
を
つ
け
て
掲
載
し
て
い
る
。
（
２
）
「
仮
想
」
以
外
で
も
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
の
漢
字
は
、
常
用
漢
字
表
の
字
体
に
直
し
て
示
し
た
。
中
国
関
係
の
文
献
に
は
、「
假
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
字
と
「
仮
」
に
つ
い
て
、
陳
（
二
〇
〇
一
）
は
本
来
意
味
が
異
な
る
漢
字
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
假
」
は
「
い
つ
わ
り
」「
う
そ
」
な
ど
の
意
味
だ
が
、「
仮
」
は
身
を
傾
け
る
な
ど
の
意
味
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、『
増
訂
華
英
通
語
』
に
は
「false
」
に
中
国
語
の
「
假
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
ウ
ソ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
こ
の
二
つ
の
漢
字
を
わ
け
て
考
え
る
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
調
べ
る
「
か
そ
う
」
の
場
合
「
仮
想
」
で
も
「
假
想
」
で
も
意
味
は
変
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
漢
字
の
使
い
分
け
は
関
係
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
中
国
語
の
辞
書
の
掲
載
や
漢
和
辞
典
の
掲
載
を
述
べ
る
場
合
に
は
、「
假
想
」
の
立
項
が
あ
れ
ば
、
こ
の
字
体
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
パ
ス
の
検
索
の
際
は
「
仮
」
と
「
假
」
の
両
方
で
検
索
し
た
。
（
３
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
架
空
の
「
通
貨
」
と
し
て
取
引
さ
れ
る
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
こ
と
を
「
仮
想
通
貨
」
と
い
う
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
四
日
に
金
融
庁
の
有
識
者
会
議
が
「
暗
号
資
産
」
に
言
い
か
え
る
よ
う
に
報
告
書
を
出
し
た
。
ま
た
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
に
は
政
府
が
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
と
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
は
「
通
貨
」
と
い
う
こ
と
ば
を
つ
け
る
こ
と
で
、
日
本
円
や
ド
ル
な
ど
の
法
定
通
貨
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
が
問
題
と
さ
れ
た
言
い
か
え
の
よ
う
だ
。
（
４
）
現
代
の
国
語
辞
典
で
は
「
仮
象
」
の
表
記
で
「
実
際
に
存
在
す
る
よ
う
に
感
覚
に
現
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
自
身
客
観
的
な
実
在
性
を
も
た
な
い
形
象
」（『
大
辞
林
第
四
版
』）
と
い
う
掲
載
が
あ
る
。「
仮
像
」
の
表
記
の
語
は
「
か
ぞ
う
」
と
い
う
読
み
方
で
『
日
国
』
に
「
外
形
を
保
っ
た
ま
ま
別
の
鉱
物
に
置
き
換
え
ら
れ
た
、
あ
る
鉱
物
」
と
い
う
意
味
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
『
近
代
用
語
の
辞
典
集
成
』（
大
空
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
新
語
辞
典
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
「
仮
想
」
と
同
音
の
「
仮
相
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
辞
書
と
語
釈
は
以
下
の
と
お
り
。
こ
の
「
仮
相
」
は
本
稿
で
調
べ
る
「
仮
想
」
と
は
異
な
る
意
味
の
語
で
あ
る
。
『
現
代
日
用
新
語
辞
典
』（
一
九
一
八
）
か
そ
う
〔
仮
相
〕
自
分
の
感
じ
又
は
空
想
の
作
用
に
よ
つ
て
実
在
よ
り
離
れ
た
る
現
象
を
い
ふ
、
仮
の
現
象
で
あ
つ
て
又
ま
ぼ
ろ
し
と
も
云
ふ
『
新
し
き
用
語
の
泉
』（
一
九
二
三
）
仮
相
実
在
で
な
い
物
象
、
即
ち
仮
り
の
現
象
、
感
覚
若
し
く
は
空
想
の
作
用
に
よ
つ
て
、
実
在
よ
り
遊
離
し
た
現
象
の
こ
と
。
（
６
）
「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」（BCCW
J-N
T
）
に
お
い
て
「
仮
想
」
＋
「
名
詞
」、「
仮
想
」
＋
「
動
詞
」、「
仮
想
」
＋
「
助
詞
」
な
ど
と
し
て
、「
仮
想
」
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
。「
仮
想
す
る
」
な
ど
の
「
仮
想
」
＋
「
動
詞
」
の
形
は
一
二
例
、「
仮
想
現
実
」
「
仮
想
的
」
な
ど
「
仮
想
」
＋
「
名
詞
」
の
形
は
三
七
九
例
、「
仮
想
の
個
人
」
な
ど
「
仮
想
」
＋
「
助
詞
」
の
形
は
五
〇
例
見
ら
れ
た
。「
仮
想
」
＋
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「
動
詞
」
の
形
が
現
代
の
日
本
語
で
使
わ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
「
仮
想
」
＋
「
名
詞
」
な
ど
語
構
成
要
素
と
し
て
使
わ
れ
る
例
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
（
７
）
Google
books
で
「
仮
想
」
を
検
索
語
と
し
て
調
べ
た
。
期
間
指
定
を
一
九
世
紀
と
し
、
内
容
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
文
献
を
探
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
訳
語
と
し
て
の
「
仮
想
」
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
文
献
の
中
で
英
文
の
原
文
が
あ
る
も
の
を
抜
き
出
し
た
。
（
８
）
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
二
）、『
和
訳
英
辞
書
』（
一
八
六
九
）、『
英
和
対
訳
字
書
』（
一
八
七
二
）、『
附
音
挿
図
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三
）、『
英
和
字
彙
』（
一
八
八
二
）、『
英
和
対
訳
辞
典
』（
一
八
八
五
）、
『
英
和
対
訳
新
辞
林
』（
一
八
八
七
）、『
双
解
英
和
大
辞
典
』（
一
八
九
二
）、
『
英
和
新
辞
林
』（
一
八
九
四
）、『
新
英
和
辞
典
』（
一
九
〇
一
）、『
新
訳
英
和
辞
典
』（
一
九
〇
二
）、『
熟
語
本
位
英
和
中
辞
典
』（
一
九
一
八
、
一
九
二
四
、
一
九
二
八
）、『
袖
珍
英
和
辞
典
』（
一
九
二
二
）、『
井
上
英
和
大
辞
典
』（
一
九
二
五
）、『
新
英
和
大
辞
典
』（
一
九
二
九
）、『
新
英
和
大
辞
典
』（
一
九
四
〇
、
一
九
四
二
、
一
九
六
六
）
を
調
べ
た
。
本
文
に
あ
る
よ
う
に
『
双
解
英
和
大
辞
典
』
の
掲
載
以
降
は
、『
新
訳
英
和
辞
典
』
の
「H
ypothetical
」
に
「
仮
想
ノ
」、「H
ypothesis
」
に
「
仮
想
」、
「H
ypothetically
」
に
「
仮
想
的
ニ
」
の
意
味
が
あ
る
。『
井
上
英
和
大
辞
典
』、『
新
英
和
大
辞
典
』
に
も
「H
ypothetical
」「Im
aginary
」
に
「
仮
想
」
の
語
釈
が
見
ら
れ
る
。
（
９
）
『
Ｏ
Ｅ
Ｄ
』
に
よ
れ
ば
、「virtual
」
は
一
四
世
紀
の
中
期
英
語
が
初
出
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
の
「virtue
（
力
、
男
ら
し
さ
）」
か
ら
転
じ
た
語
で
あ
る
。
原
義
は
「
本
質
的
な
力
が
あ
る
」。
日
本
へ
は
、
ま
ず
こ
の
原
義
が
流
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
英
語
で
は
一
七
世
紀
に
物
理
用
語
と
し
て
「virtual
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、こ
れ
が
『
物
理
学
術
語
和
英
仏
独
対
訳
字
書
』（
一
八
八
八
）
で
「
虚
焦
点
」「
虚
像
」
「
仮
り
の
」
な
ど
の
意
味
で
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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